
サクラマチクマモトの開業によるまちなか回遊行動の実態調査と
回遊行動モデルの適用可能性の検証
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研究の目的・背景

商業面での活力低下

商業機能の郊外化
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回遊シミュレーション 現況再現性の分析

回遊行動モデル

歩行者通行量調査結果

出典：熊本市HP

2019年9月14日桜町再開発事業 サクラマチクマモトの開業

敷地面積 30,266.83㎡
建築面積 27,010㎡
延床面積 162,440㎡

（商業施設面積約4万㎡）
用途 商業施設148店舗

シネコン・ホテル・住宅.など

人の行動の変化
将来の施設・空間整備の在り方や施策

施設・空間の変化

中心市街地の活性化 まちなかでの回遊行動の促進

1. 中心市街地における人の流れの実態分析

2. 既存回遊行動モデルの適用可能性の検証

◆中心市街地において歩行者通行量調査・回遊行動アンケート調査を実施

◆通行量の経年比較，サンプルの特性分析

◆ 2019年回遊行動データの実績値と比較，現況再現性・時間移転性の分析

調査概要

歩行者通行量調査 回遊行動アンケート調査

調査日 2019年10月26日（土） 2019年10月27日（日）

調査
時間

9:30∼10:30 10:30∼11:30
12:00∼13:00 14:00∼15:00
15:00∼16:00 16:30∼17:30
18:00∼19:00
（毎1時間の中で5分間）

12:00∼13:00
14:00∼15:00
16:00∼17:00
18:00∼19:00

調査地点 274地点 中心市街地の主要出口 20箇所

調査
対象
・

項目

男女別歩行者
（ビジネス・旅行者・

一般市民）

1:個人属性（性別・年齢・居住地等）
2:来街目的 3.来街手段
4:訪問先（活動・消費行動等）
5:回遊ルート

調査員：30人 取得サンプル数：638

調査時期と調査
概要を示す

2019年データを
用いて通行量
調査の分析や
モデルの推定を
行う

モデルの推定結果

◼ 12時間通行量
属性 全属性 ビジネス 旅行者 一般市民

調査年 2011年 2014年 2019年 2011年 2014年 2019年 2011年 2014年 2019年 2011年 2014年 2019年

中心市街地 615,216 710,166 847,947 27,951 26,268 53,187 43,899 26,052 33,096 543,366 657,846 761,664

熊本駅周辺 29,994 29,967 22,068 2,352 1,719 3,438 5,139 7,455 2,250 22,503 20,793 16,380

合計 645,210 740,133 870,015 30,303 27,987 56,625 49,038 33,507 35,346 565,869 678,639 778,044

中心市街地広域で通行量増加

上通

下通

新市街

桜町

熊本城

城彩苑

2014年/2011年

上通

下通

熊本城

城彩苑

桜町

新市街

2019年/2011年

◼ 2011年からの比較

平均 1.33倍
1倍未満：1倍以上

101地点(40%)：154地点(60%)

平均 1.91倍
1倍未満：1倍以上

53地点(21%)：202地点(79%)

➢ 歩行者通行量は年々増加しており，2019年は
2011年から1倍以上増加している地点が多いこ
とから，広域的に増加していることが分かる．

回遊行動アンケート調査結果

◼ サンプルの特性についての分散分析

変数 来街交通手段
2011年 2019年

平均 分散比 平均 分散比

市街地滞在時間
(分/回)

徒歩・自転車 169

2.67

99

11.7**自動車 178 142

公共交通 202 136

消費額(円/回)

徒歩・自転車 3,796

10.3**

4,621

7.4**自動車 14,212 12,107

公共交通 4,375 7,316

訪問頻度(回/月)

徒歩・自転車 7.36

24.4**

7.82

23.4**自動車 2.83 3.22

公共交通 6.36 5.29

** p<0.01

目的地選択モデルと店舗滞在時間モデルを以下の図のように組み合わせて回遊行動モデルとする．

2019年現況

2019年予測

比較
2019年回遊行動

データ

2011年
モデル

回遊行動の概念図

2011年モデルを用いた
2019年現況再現性の分析

2019年の調査から得られた実績値と，2019年・2011年モデルによる再現値と予測値について以下に示す．

店舗滞在時間（ｈ）分布

訪問店舗数

市街地滞在時間（ｈ）分布

各ゾーン入れ込み者数（人）

➢ 訪問店舗数は，実際は1店舗のみの活動が多いが，再現では少なく
なっている．滞在時間の分布形状は，おおむね一致している．

➢ 入れ込み者数は，おおむね再現性が高いがゾーン3,6,8は過少・過
大に再現されている．該当ゾーンには複合商業施設が含まれること
や店舗数が多いので，店舗選択モデルの改良が必要だと考える．

◆ 歩行者通行量調査と回遊行動アンケート調査によって，2019年9月のサクラマチク
マモトの開業による市内中心部の歩行者の分布と回遊行動の実態を，経年変化も
交えて明らかにした．

◆ よって，過去のデータを用いて推定されたモデルから回遊行動を予測するために
は，選択肢店舗について中心市街地内の全店舗を選択肢にすることや，店舗選択
でなくゾーン選択にするなどの改良が望まれる．

◆ 再開発事業などの空間整備による中心市街地への来街者の行動の変化を明らか
にするために，歩行者通行量調査や回遊行動調査を継続的に行う意義は大きい．

まとめ

目的

Level-2
活動内容選択
モデル

定数項 買物 1.60 (2.30) 2.57 (1.73)

飲食 -0.677 (1.41) 0.708 (0.96)

美容 -0.955 (1.15) -0.459 (0.74)

観光 2.04 (4.02) -0.178 (0.28)

同一活動ダミー 買物 -0.197 (0.91) 0.613 (1.67)

人数 買物 -0.427 (3.61) -0.293 (1.90)

年齢 娯楽鑑賞 -0.0213 (1.61) -0.0026 (0.21)

λ1 1.01 (7.06) 0.724 (2.47)

尤度比 0.602 0.372

移転可能性評価値 367.0

Level-1
回遊継続・帰宅
選択モデル

継続

市街地滞在時間 (h) -0.824 (2.61) -6.95 (2.73)

現在時刻 -1.43 (1.49) -16.8 (2.29)

公共交通利用ダミー -0.009 (0.05) 3.24 (1.98)

帰宅
定数項 0.0344 (0.03) -20.2 (2.50)

市内居住ダミー 0.243 (1.27) 1.77 (1.34)

λ2 0.995 (2.75) 0.156 (2.76)

尤度比 0.237 0.298

移転可能性評価値 32.3

滞在時間モデル
α

定数項 0.0142 (1.97) 0.0080 (0.16)

複合商業施設ダミー 0.187 (2.10) 0.200 (3.33)

β

現在時刻 -0.187 (1.51) 0.542 (5.24)

市街地滞在時間(h) 0.072 (2.35) -0.0035 (0.28)

男性ダミー 0.067 (1.22) -0.0102 (0.20)

市内居住ダミー 0.091 (1.23) -0.116 (2.27)

公共交通利用ダミー -0.080 (1.41) -0.0113 (0.23)

尤度比 0.821 0.845

移転可能性評価値 83.8

説明変数
2011年モデル 2019年モデル

推定値 (t値) 推定値 (t値)

Level-3
店舗選択モデル

所要時間 (m) -0.203 (13.3) -0.199 (13.8)

店舗面積 (1000m2) 0.0317 (2.64) 0.0459 (4.01)

複合商業施設ダミー 1.58 (11.7) 1.85 (22.6)

尤度比 0.511 0.371

移転可能性評価値 32.2


